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要 旨 























内の 21 学校区（42 中学校、95 小学校）に、29 の都道府県臨床心理士会（以下、「県士会」
































派遣 SC の募集と決定 
 ５月９日から 12 日まで当会ホームページで募集し、並行して部会でも個別に会員に打診
をしながら、派遣 SCを決定した。一次集約の締切日の５月 13日には計７名の SCが決定し、
内２名は２回派遣を行うことになり、のべ９名の派遣が決定する。 
被災者支援特別部会での準備作業 




 派遣 SC は部会長に日々の報告をメールまたは電話にて行う。報告を受けた部会長は、
日々の報告書を派遣 SC 全員にメールで配信すると同時に、災害支援用のアドレスの共有フ
ォルダに保存する。担当週を終えた派遣 SC は、翌週の担当 SC に電話にて引き継ぎを行う。
引き継ぎたい書類等は、宿舎に保管されている三重チームのバッグに入れて引き継ぐ。記
録用紙に関しては、あくまでもサンプルであり、各派遣 SC が使用するかどうか判断をする
（基本的に書式は自由、メールでの自由記述も可）。派遣 SC に現地の支援は一任する。 
派遣 SC 対象の事前説明会の実施 

























派遣 SC 担当表の作成 




派遣 SC と部会との情報交換会の実施 





























三重県教育委員会の SC 研修会 











派遣 SC の「災害派遣事後の分かち合いの会」の実施 
 ９月 25 日に災害派遣事後の分かち合いの会を開催し、三重県の SC スーパーバイザーを
迎えて、派遣 SC 自身が現地の支援活動で困った事例等について共有した。 
 参加した派遣 SC から熊本の暑さと宿舎から配置校までのバス移動の大変さから環境に
慣れるまでに２日程度を要したことや、勤務先の学校に到着すると安堵するという状態で
あったことが語られた。 
 部会に対しては、派遣 SC に対する部会長の立ち位置の共有ができていなかったのでない
か、また、派遣中に SC から挙げられた課題に応じる形での部会長の支援方針の提示が、SC
にプレッシャーを与えたのでないかという問題提起がなされた。 




































 また、今後三重県で大規模災害が発災し、他県から派遣 SC を受け入れるときのことを 
考えても、SC 配置の担当課とも連携しながら記録の管理や引き継ぎ方法について一定の方
針が提示できることが望ましいとも考えられる。   
三重県臨床心理士会としての課題 
 被災地では医療機関や福祉機関も被災しているため、閉まっていたり機能していなかっ
たりするところも多い。しかし、投薬や福祉の支援が必要な児童生徒もいる。その際に、
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派遣 SC が医療機関や福祉機関のリアルタイムの情報を知る手段が確立されていることが
望ましい。そのため、当会でも保健医療、福祉、教育の３領域部会が横断的に連携するこ
とを検討し、発災後の方針や体制を定期的に開催される研修会等で確認していきたい。 
 また、各県市町村から派遣を要請された場合、派遣チームの撤退時期を設定しておく必
要があるように思われる。今回は、熊本市からの関西以西という地域条件での撤退判断を
行ったが、撤退時期を設定しないと、次第にニーズが膨れ上がり、支援者あるいは支援チ
ームそのものが疲弊してしまい、支援そのものが立ち行かなくなる可能性がある。そうい
った意味では、心の専門家として、何ができて何ができないのかを見極めるアセスメント
(質問紙などの心理検査を通しての能力アセスメントではなく、観察を通してのアセスメン
ト)能力が問われるように思われる。 
この観点は、三重県で震災が生じた時、県外から SC の派遣要請をする際にも重要であ
ると考えられる。県外からの派遣 SC にどの時期まで頼るのか、どこまで回復したら県内の
SC で対応できるのかという判断を行う上で、予定通りにはいかないとしても、ある程度の
青写真を描いておく必要があるのではないだろうか。 
 
注 
（１）東日本大震災の際は、個別面接はしないという取り決めがあったため、記録を残す
必要がなかった。派遣 SC は、学校全体のアセスメントや教師へのコンサルテーショ
ンを行うことが主な役割であった。 
 
追記 
熊本地震の被災者の皆様、ご遺族の皆様に衷心よりお見舞いを申し上げ、犠牲となられ
た方々へ深い哀悼の意を表したい。 
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